
日本農業経済学会 2020 年度東北大学大会個別報告プログラム 

Presentation Program: The AESJ 2020 Annual Meeting 

 

報告者への注意事項 

 

1) 大会１日目と２日目（3 月 28～29 日）に，個別報告者用の受付窓口を設けます。大会参加手続きと

は別に，自身の報告の前に必ず申請者（筆頭著者）もしくはコレスポンディング・オーサー（特別セ

ッションについては代表者のみ）はこの窓口にて所定の手続きをお願いします。 

2) 配布資料，投影資料，ポスターはすべて申請した使用言語で作成してください。報告言語も同様です。 

3) ポスター報告の方は当日（3月 29日）午前 9 時までにポスターの掲示を行ってください。 

 

Notice 

 

Dear applicants of oral/poster presentation 

 

1. The office asks your registration for presentation at our secretariat desk in the meeting. In 

addition to the procedures of your entry in meeting, the applicant (first author) or corresponding 

author is required to visit this secretariat desk before your presentation on 28th or 29th March. 

 

2. Make your materials in the language you applied (English or Japanese). 

 

3. To applicant of the poster presentation 

Put up your poster at the designated place before 9:00 on 29th March. 



テーマ

代表者

報告タイトル 農林水産統計の高度利用

座長 藤栄　剛 (明治大学)

コメンテーター 安藤　光義 (東京大学)・中嶋　晋作 (明治大学)

報告者 *仙田　徹志 (京都大学)・吉田　嘉雄 (京都大学)・山口　幸三 (京都大学)

報告タイトル
集落営農による集団的農地利用の成立条件
－北陸・近畿６県の事例－

座長 藤栄　剛 (明治大学)

コメンテーター 安藤　光義 (東京大学)・中嶋　晋作 (明治大学)

報告者 *高橋　大輔 (拓殖大学)・藤栄　剛 (明治大学)・仙田　徹志 (京都大学)

報告タイトル
Geographical Indicators, Farm Survival, and Farm Size: Evidence from a Natural

Experiment in Japan

座長 藤栄　剛 (明治大学)

コメンテーター 安藤　光義 (東京大学)・中嶋　晋作 (明治大学)

報告者 *高山　太輔 (福島大学)・中谷　朋昭 (横浜市立大学)・仙田　徹志 (京都大学)・藤栄　剛 (明治大学)

テーマ

代表者

報告タイトル
平成期の食料政策
－食料自給率とフードシステム－

座長 中嶋　康博 (東京大学)

コメンテーター 生源寺　眞一 (福島大学)

報告者 *中嶋　康博 (東京大学)

報告タイトル
平成期の農業政策
－予算措置を中心に－

座長 中嶋　康博 (東京大学)

コメンテーター 生源寺　眞一 (福島大学)

報告者 *小嶋　大造 (東京大学)

報告タイトル
平成期の農村振興政策
－二つの「結合性」に着目して－

座長 中嶋　康博 (東京大学)

コメンテーター 生源寺　眞一 (福島大学)

報告者 *荘林　幹太郎 (学習院女子大学)

午前

午後

平成期の食料・農業・農村政策

中嶋　康博 (東京大学)

農林水産統計の高度利用とミクロデータ分析

9:00-11:55

第１報告

第２報告

第３報告

藤栄　剛 (明治大学)

第１報告

第２報告

第３報告

13:00-15:55

日本農業経済学会 2020年度大会 特別セッションプログラム
Special Session Schedule, 2020 AESJ Annual Meeting

(2020年3月29日 東北⼤学 ⻘葉⼭コモンズ (⻘葉⼭キャンパス))

(at Tohoku University, Aobayama Commons (Aobayama Campus) on March 29th, 2020)

時間割
Time

テーマ・代表者・報告タイトル・座⻑・コメンテーター（*印はコレスポンディング・オーサー）

Theme, Representative, Title, Chair, and Commentator (*Corresponding author)

 会場：青葉山コモンズ・第1講義室

 Venue: Lecture room 1, Aobayama Commons


